
■業績管理説明

１、業績管理の定義

・売上や仕入などを確定し、帳簿又は実地棚卸の残高にて月／通期の粗利益を確定する。

・年間予算から月／日予算を登録し予実績管理を行う。

２、実績計上年月の設定

　計上年月は「年月日設定処理」で行う。

例えば、１日～月末、２６日～翌２５日を月とする場合、「年月日設定処理」にて該当する計上年月の設定を行う。

３、実績計上日

各伝票は計上日を持ち、計上日によって計上年月が決定される。計上日の設定は次の通りとなる。

　実績〆日＜発生日：発生日が計上日

　実績〆日≧発生日：実績〆日+１が計上日　　※既に〆日の伝票を登録しても不正にはならない（翌月回し）

実績〆日は「月次業績締め処理」によりが変更される。

３、各実績確定

仮確定

① 「伝票締め処理」にて日々の伝票登録を締める（〆以前の発生日伝票が登録不可になる）

　※随時、締め日の変更は可能（即時変更でなく、端末反映方式で１分程度時間を要する）

② 毎日、夜間処理にて、伝票締めされた日までの売上や仕入などを仮確定

③ 帳簿在庫の残高にて月／通期の仮粗利益を算出

本確定

① 「月次業績締め処理」により、月次業績を締める

② 夜間処理にて売上や仕入などを確定

③ 帳簿在庫の残高にて月／通期の粗利益を算出

４、業務の流れ
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1

1 （各伝票の計上日管理）

2 伝票締め処理

3 大分類別粗利益管理表

大分類別実績管理表

中分類別粗利益管理表

中分類別実績管理表

4 大分類別粗利益管理表

大分類別実績管理表

中分類別粗利益管理表

中分類別実績管理表

5 月次業績締め処理

2

1 店舗別年間予算処理

2 店月／日別予算処理

大分類別日予算処理

3 店舗予実績対比表

店舗予実績年間推移表

4 年間予実績対比表

月間予実績対比表

大分類予実績対比表

業績管理

※伝票締めを行うと、〆以前の発生日伝票が登録不可に
なり、〆日までの粗利益が参照可能になる

本部業績参照 帳票
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実績管理

店舗業績参照 帳票

伝票登録（日々） 画面

伝票締め 画面

帳票

帳票

帳票

業績本締め 画面

帳票

帳票

店舗月日予算 画面

画面

帳票

予実管理

帳票

帳票

店舗予実参照 帳票

店舗年間予算 画面

本部予実参照
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▼

■各機能説明

・伝票締め処理

手書きの伝票登録を締める

（〆以前の発生日伝票が登録不可になる）

随時変更可能

・大分類別粗利益管理表、大分類別実績管理表

当月分は上記の伝票〆日までの各実績及び粗利益

・中分類別粗利益管理表、中分類別実績管理表

当月分は伝票〆日までの各実績及び粗利益
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▼

・月次業績締め処理

月次業績を締める

この処理以降は翌月の計上日になる。

・

・
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▼

・店舗別年間予算処理

各店舗の年間予算を登録する

・店月／日別予算処理

年間予算から各月／日の予算を登録する。

・大分類別日予算処理

日の予算から大分類の登録する。
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▼

・年間予実績対比表、月間予実績対比表、大分類予実績対比表

・店舗予実績対比表、店舗予実績年間推移表
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